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み
ん
な
で
調
べ
た
！

　

取
り
組
み
は
、
平
成
30
年
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
畑
川
全
体
の
現
状
を
把
握

す
る
た
め
、
市
と
篠
山
東
雲
高
等
学

校
、
篠
山
鳳
鳴
高
等
学
校
、
神
戸
大

学
な
ど
で
つ
く
る
団
体「
地
域
い
き

も
の
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
」通
称「
い
き
も

の
ラ
ボ
」が
中
心
と
な
っ
て
、
生
物

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
堰せ

き

や
落
差
工
を
境
と

し
て
、
上
流（
火
打
岩
）か
ら
下
流

（
篠
山
川
合
流
点
）ま
で
を
13
区
間

に
分
け
て
実
施
。

　

一
部
の
区
間
で
は
、
地
元
の
城

北
畑
小
学
校
の
児
童
や
住
民
の
皆

さ
ん
も
参
加
し
て
、
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

畑
川
の
生
物
調
査
や
地
域
の
方
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
も
と

に
、「
こ
ん
な
川
だ
っ
た
ら
い
い

な
」「
こ
ん
な
川
に
し
た
い
な
」と

い
う
願
い
を
絵
や
作
文
、
劇
に
ま

と
め
、
学
習
発
表
会
・
市
主
催
の

生
物
多
様
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
発
表

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
考
え
た
！

　

同
年
、
畑
川
で
の
取
り
組
み
を

考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
畑
川
の
昔
の
姿
と

今
の
姿
を
対
比
さ
せ
て
変
化
を
実

感
し
、
そ
の
上
で
ど
ん
な
川
に
し

て
い
き
た
い
か
を
考
え
、
め
ざ
す

「
ふ
る
さ
と
の
川
」の
イ
メ
ー
ジ
を

共
有
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
つ
く
っ
た
！

　

そ
の
後
、
河
川
管
理
者
の
県
と

市
で
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を
実
施

す
る
か
、
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
親
水
階
段
の
整
備
が
始

ま
り
ま
し
た
。
令
和
2
年
3
月
、

県
の「
源
流
の
里
親
水
環
境
整
備

事
業
」に
よ
っ
て
、
瀬
利
地
区
に

川
に
下
り
や
す
く
な
る
階
段
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
魚
道
の
整
備
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
魚
道
と
は
、
魚
な

ど
が
上
流
と
下
流
を
移
動
す
る

と
き
に
行
き
止
ま
り
に
な
る
段
差

（
ダ
ム
な
ど
）に
設
置
さ
れ
る
、
生

き
も
の
用
の
通
路
の
こ
と
で
す
。

　
「
い
き
も
の
ラ
ボ
」の
調
査
に
よ

る
と
、
畑
宮
地
区
の
高
さ
約
1
㍍

の
落
差
工
を
境
に
、
そ
の
下
流
側

に
は
10
種
類
の
魚
が
い
た
の
に
対

し
て
、
上
流
側
に
な
る
と
5
種
類

し
か
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
場
所
に
魚
道
を
設

置
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

畑
川
は
季
節
や
天
候
に
よ
っ
て
水

量
の
変
化
が
大
き
く
、
想
定
通
り

の
流
れ
を
保
ち
続
け
る
こ
と
が
難

し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

　

検
討
の
結
果
、
山
口
県
で
開
発

さ
れ
、
全
国
に
普
及
し
て
い
る「
水

辺
の
小
わ
ざ
魚
道
」の
採
用
が
決

定
し
ま
し
た
。

　
「
水
辺
の
小
わ
ざ
魚
道
」は
、
段

差
に
ス
ロ
ー
プ
を
つ
け
て
、
自
然

石
で
囲
ま
れ
た
小
さ
な
プ
ー
ル
を

棚
田
状
に
配
置
し
ま
す
。
決
ま
っ

た
一
定
の
流
れ
を
つ
く
る
の
で
は

な
く
、
魚
道
の
中
に
さ
ま
ざ
ま
な

小こ

径み
ち

を
用
意
し
て
お
い
て
、
生
き

も
の
自
身
が
流
れ
に
応
じ
て
通
る

小
径
を
選
べ
る
構
造
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

令
和
3
年
5
月
、
生
態
系
に
配

慮
し
た
土
木
工
事
に
積
極
的
に
取

り
組
む
事
業
者
と
し
て
、
市
と
協

定
を
締
結
し
て
い
る「
環
境
創
造

事
業
者
」の
施
工
に
よ
っ
て
、
魚

道
が
完
成
し
ま
し
た
。

畑
川
に
魚ぎ

ょ

道ど
う

と
階
段
が
で
き
た
！
み
ん
な
で
つ
く
る「
ふ
る
さ
と
の
川
」

多紀連山・御嶽から流れ出る畑川。
　丹波地域の地域づくりの指針「丹波の森構
想」が 30周年を迎えたことを契機として、多
様な主体の協働によって、人・自然・文化を大
切にした「ふるさとの川づくり」の取り組みが
進められています。

　

取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
4
年

目
。
か
つ
て
の
よ
う
に
ウ
ナ
ギ
や

ア
ユ
の
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
絶
滅
危
惧

種
と
称
さ
れ
る「
川
ガ
キ
」（
川
で

遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
）は
少
し
ず
つ

増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
身
近
な

自
然
の
魅
力
に
触
れ
る
原
体
験
を

持
つ
こ
と
で
、
地
域
へ
の
思
い
を

育
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
も
、
生
き
も
の
も
、
地

域
も
元
気
に
な
る「
ふ
る
さ
と
の

川
づ
く
り
」の
取
り
組
み
は
、
こ

れ
か
ら
も
つ
づ
き
ま
す
。

「水辺の小わざ魚道」のメリット
①�さまざまな生きものが利用で
きる＝魚だけでなくエビやカ
ニ、カメ類、オオサンショウ
ウオなども利用でき、好きな
流れを選ぶことができる
②�比較的安価＝コンクリート製
の大掛かりな魚道ではないた
め型枠が不要で、安価に短
期間で施工できる
③�水深が浅く人に安全＝子ども
が落ちてケガをしたり溺れた
りする心配がない
④�既設の構造物の強化＝既存の
堰
えん

堤
てい

や護岸に擦り付けて設置
するため、それらの強度を高
める

魚道完成！

◀

着工前

ふるさとの貴重な動植物�サワトウガラシ（ゴマノハグサ科）

篠山自然の会　谷
たに

口
ぐち

次
つぎ

男
お

さんの協力

　湿地に生える１年草です。茎はやや四角く、葉は柄がありません。８～
９月に紅紫色の花を咲かせます。花は茎の上部の葉腋から長い柄を出して
正常花（普通に開く花）をつけますが、茎の中部の葉腋からは柄のない閉鎖
花（開かないで蕾

つぼみ

のまま種子をつける）をつけます。貧栄養の湿地に生える
ものには閉鎖花が多く、閉鎖花の方がよく結実します。日本、朝鮮、中国（東
北）に２種のみ知られています。閉鎖花をつける普通に見られる植物に、ス
ミレがあります。

第
11
回
丹
波
篠
山
景

観
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

の
作
品
募
集

地
域
計
画
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
８

テ
ー
マ　
未
来
に
伝
え
た
い
日
本

農
業
遺
産
の
ま
ち
の
原
風
景

応
募
規
定　
応
募
は
１
人
３
点
ま

で（
未
発
表
の
作
品
）／
市
内
で
令

和
元
年
以
降
に
撮
影
し
た
も
の
／

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
つ
切
サ
イ
ズ

／
画
像
加
工
し
た
作
品
は
不
可

応
募
期
限　
９
月
３
日（
金
）※
消

印
有
効
。

応
募
方
法　
所
定
の
応
募
票（
右

記
お
よ
び
各
支
所
な
ど
に
備
え
付

け
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
応
募

作
品
の
裏
面
に
貼
り
付
け
、
提
出

賞　
最
優
秀
賞
１
点
／
優
秀
賞
２

～
３
点
／
日
本
農
業
遺
産
特
別
賞

２
～
３
点
／
入
選
数
点

入
賞
作
品
の
取
り
扱
い

○�

フ
ィ
ル
ム
ま
た
は
画
像
デ
ー
タ

を
提
出
し
て
も
ら
い
ま
す

○�

入
賞
作
品
の
著
作
権
は
撮
影

者
、
使
用
権
は
市
に
帰
属
し
ま

す
。広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
無
償
使
用
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

○�

入
賞
者
の
氏
名
、
住
所（
番
地

を
除
く
）お
よ
び
年
齢
を
公
表

し
ま
す

　

令
和
元
年
に
は
、
城
北
畑
小
学

校
の
児
童
か
ら
も
、
川
づ
く
り
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
城
北
畑
小

学
校
で
は
、
旧
畑
小
学
校
時
代
か

ら
30
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
畑
川

を
題
材
と
し
た
学
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
当
時
の
４
年
生
に
は
、�

「
ふ
る
さ
と
の
川
づ
く
り
」

取
り
組
み
地
域
募
集
！

　
魚
道
整
備
な
ど
の
河
川
の
自
然

再
生
に
取
り
組
む
地
域
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
事
業
実
施
に
は
条
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
右

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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問
い
合
わ
せ　
医
療
保
険
課
☎
５
５
２
‐
７
１
０
３

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
し
た

　

新
し
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証（
以
下
、「
保
険
証
」）（
若
竹
色
）

を
７
月
下
旬
に
簡
易
書
留
郵
便
で

送
付
し
て
い
ま
す
。
現
在
使
用
さ

れ
て
い
る
保
険
証
（
水
色
）
は
、
８

月
1
日
以
降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、
右

記
ま
た
は
各
支
所
へ
返
却
し
て
く

だ
さ
い
。

高
齢
受
給
者
証
が一体
と
な
り
ま
し
た

　
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
に
は
、

今
ま
で
保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証

の
２
種
類
を
交
付
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
か
ら
一
体
化
し
、
被
保

険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
に
な
り

ま
し
た
。
８
月
以
降
は
１
枚
で
医

療
機
関
な
ど
を
受
診
で
き
ま
す
。

⽒名 兵庫 ⼀郎
⽣年⽉⽇ 昭和２５年 １⽉１⽇ 性別 男
資格取得年⽉⽇ 昭和５０年１０⽉１⽇
交付年⽉⽇ 令和 ３年 ８⽉１⽇ 負担割合 ２割

世帯主⽒名 兵庫 太郎
住所 兵庫県丹波篠⼭市北新町４１番地

保険者番号 ２８０７９２
保険者 丹波篠⼭市 電話 079(552)1111

〒669‐2397 兵庫県丹波篠⼭市北新町41番地

兵 庫 県
国⺠健康保険
被 保 険 者 証

有効期限 令和４年７⽉３１⽇

発効期⽇ 令和３年８⽉ １⽇

兵兵庫庫県県

丹丹波波篠篠

山山市市印印

記号 番号 ９８７６５４３２（枝番）０2

ヒョウゴ イチロウ

70 歳から 74歳までの方の
被保険者証兼高齢受給者証（見本）

　

近
年
、
高
齢
化
が
一
層
進
み
、

医
療
費
も
年
々
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
令
和
３
年
度
の
国

民
健
康
保
険
税
は
、
基
金
を
取
り

崩
す
こ
と
で
税
率
を
据
え
置
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
後
も
医
療
費
が
増

え
続
け
る
状
況
で
は
、
財
源
確
保

の
た
め
に
国
保
税
を
引
き
上
げ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
増
え
続
け

る
医
療
費
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
に
は
、
ま
ず
「
か
か
り
つ
け
医
」

を
持
ち
、
日
頃
か
ら
健
康
管
理
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　

40
歳
以
上
の
方
は
、
が
ん
、
心

臓
病
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
を
早
期
発
見
す
る
た

め
に
も
特
定
健
診
な
ど
を
受
診
し
、

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

軽
減
・
減
免
措
置
に
つ
い
て

　

低
所
得
世
帯
へ
の
軽
減
措
置
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
関
連
の
保

険
税
減
免
措
置
、
非
自
発
的
失
業

者
へ
の
軽
減
措
置
や
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
収
入
が
減
少
し
た
方
へ
の
減
免

措
置
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
率
は
据
え
置
き
ま
す

問
い
合
わ
せ　
健
康
課
☎
５
９
４
‐
１
１
１
７

が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

市
で
は
、
令
和
３
年
７
月
か
ら

が
ん
患
者
の
皆
さ
ん
の
就
労
や
社

会
参
加
を
応
援
し
、
療
養
生
活

の
質
が
よ
り
よ
い
も
の
に
な
る
よ

う
、
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ（
か
つ
ら
）

や
乳
房
補
正
具
の
購
入
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
方

〇�

が
ん
と
診
断
さ
れ
、
治
療
を
受
け

た
ま
た
は
現
在
受
け
て
い
る
方

〇�

申
請
日
の
前
年（
１
月
か
ら
５

月
ま
で
の
申
請
は
、
前
々
年
）

の
所
得
が
、
以
下
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
方

・�

未
婚
か
つ
未
成
年
＝
対
象
者
と

生
計
を
一
に
す
る
親
権
者
全
員

の
所
得
額
の
合
計
が
４
０
０
万

円
未
満

・�

未
婚
か
つ
成
年
＝
対
象
者
の
所

得
額
が
４
０
０
万
円
未
満

・�

既
婚
＝
対
象
者
と
そ
の
配
偶
者

の
所
得
額
の
合
計
が
４
０
０
万

円
未
満

・�

過
去
に
兵
庫
県
内
市
町
か
ら
同

種
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

助
成
金
額

①�

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
＝
上
限
５
万

円
※
１
人
に
つ
き
１
台
。
装
着

時
の
保
護
ネ
ッ
ト
含
む
。

②�

乳
房
補
整
具
・
補
正
下
着
＝
上
限

１
万
円
※
１
回
の
み
。
下
着
と
と

も
に
使
用
す
る
パ
ッ
ド
を
含
む
。

・�

人
工
乳
房
＝
上
限
５
万
円
※
１

人
に
つ
き
１
台
。
両
側
乳
が
ん

の
治
療
を
受
け
た
ま
た
は
受
け

て
い
る
方
は
２
台
。

必
要
書
類

〇�

申
請
書（
右
記
窓
口
や
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
様
式
が
あ
り

ま
す
）

〇�

が
ん
治
療
に
関
す
る
説
明
書
や

診
断
書
治
療
方
針
計
画
書
な
ど

（
治
療
内
容
が
記
載
さ
れ
た
医

療
費
明
細
な
ど
で
も
可
。
写
し

で
も
可
）

〇�

補
助
対
象
補
正
具
の
購
入
に
か

か
る
領
収
書
の
写
し（
申
請
者

の
氏
名
、購
入
日
、品
目
、金
額
、

台
数
の
記
載
が
あ
る
も
の
。
医

療
用
ウ
ィ
ッ
グ
や
髪
付
き
帽
子

な
ど
は「
医
療
用
」、
乳
房
補
正

具
は「
補
正
下
着
」ま
た
は「
人

工
乳
房
」の
記
載
が
あ
る
も
の
）

〇�

本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）

申
込
期
限　
4
月
か
ら
12
月
ま
で

に
購
入
＝
翌
年
の
３
月
31
日/

１

月
か
ら
3
月
ま
で
に
購
入
＝
購
入

日
の
翌
日
か
ら
90
日
以
内

問
い
合
わ
せ　
総
務
課
☎
５
５
２
‐
５
１
１
３

市
職
員
の
給
与
の
状
況
を
公
表
し
ま
す

令和２年度（令和２年４月～令和３年３月）の市職員給与などの内容についてお知らせします。
市民の皆さまの信頼が得られるよう、公正で透明性の高い人事行政に取り組みます。

（３）職員の平均給料などの状況（令和２年4月現在）
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 326,000 円 376,471 円 42.8 歳
技能労務職 243,800 円 273,450 円 49.8 歳
※�「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる諸手
当額を合計したものの平均額です。

（４）一般行政職の初任給月額の状況（令和２年４月現在）
区分 丹波篠山市 兵庫県 国
大学卒 182,200 円 188,700 円 182,200 円
高校卒 154,900 円 154,900 円 150,600 円

（５）職員手当の状況（令和2年4月現在）
①期末・勤勉手当（賞与）
区分 期末手当 勤勉手当
6月期 1.3 月分 0.95 月分
12月期 1.3 月分 0.95 月分
計 2.6 月分 1.9 月分

※職階による加算があります。
※人事評価の結果を勤勉手当に反映しています。

（１）人件費の状況
（令和元年度普通会計決算）単位：千円

歳出額A 24,373,577
人件費 B 3,442,799
人件費率 B/A 14.1％
（参考）平成 30年度
の人件費率 14.8％

※�人件費には、特別職（議員・各種委員を含む）
に支給される給料や報酬を含みます。

（２）職種別職員数の状況

区分
平成
28
年度

平成
29
年度

平成
30
年度

令和
元
年度

令和
2
年度

事務職 316 313 314 315 312
幼保職 36 39 48 53 58
医師 3 2 3 3 2
看護師 4 4 4 4 5
保健師 13 14 14 14 14
消防職 65 65 65 64 67
技能
労務職 13 13 10 8 7

計 450 450 458 461 465
※�幼保職は、認定こども園の体制充実により
増加しています。一方で、技能労務職（清
掃センター技術員、あさぎり苑技術員など）
は、退職者の不補充により減少しています。

（６）特別職などの給料・報酬の状況
（令和２年4月現在）

区分
現に支給している
給料月額など
（削減後）

条例に定める
給料月額など

給料
市長 585,900 円 837,000 円
副市長 599,400 円 666,000 円
教育長 550,800 円 612,000 円

報酬
議長 475,000 円 475,000 円
副議長 385,000 円 385,000 円
議員 350,000 円 350,000 円

期末
手当

市長 年3.6 月分 年 4.5 月分
副市長
教育長 年4.5 月分 年 4.5 月分

議長
副議長
議員

年4.5 月分 年 4.5 月分

※�市長の給料月額は30％、期末手当は20％削減して
います。
※�副市長および教育長の給料月額は10％削減してい
ます。

②その他の手当
区分 内容など

扶養手当

配偶者	 6,500 円
子	 10,000 円
父母など	 6,500 円
16～ 22歳の	 5,000 円
特定期間加算

住居手当 家賃支払者
家賃額に応じて　最高 28,000 円

通勤手当

（1）交通機関利用者
　実費支給　最高限度額 55,000 円
（2）�自家用車等利用者
　距離に応じて　
　2,500 円～ 31,600 円

管理職手当

部長　　70,000 円
次長　　50,000 円
課長　　40,000 円
副課長　35,000 円

※�上記の手当のほか、時間外勤務手当や特殊勤務手
当などがあります。

人事行政の運営状況について、
詳しくは市ホームページで�
公表しています。

児
童
扶
養
手
当
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
に

関
す
る
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
課
☎
５
５
２
‐
７
１
０
１

　
受
給
資
格
の
確
認
の
た
め
、
児

童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い

る
方
は
「
現
況
届
」、
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
は
「
所
得
状
況
届
」
の
提
出

が
必
要
で
す
。
届
の
提
出
が
な
い

場
合
は
受
給
資
格
の
確
認
が
で
き

ず
、
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。

　
８
月
上
旬
に
各
届
を
発
送
し
ま

す
の
で
、
左
記
提
出
期
間
内
に
必

ず
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間

児
童
扶
養
手
当
現
況
届

8
月
2
日
（
月
）
～
31
日
（
火
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

8
月
12
日（
木
）～
9
月
13
日（
月
）

提
出
先　
右
記

※
窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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市政レーダー

市
政

レ
ー
ダ
ー

22▶25

さ
さ
や
ま
ホ
ッ
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

26▶27

は
ぐ
く
み

28▶29

施
設
情
報
・

相
談

30▶33

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

34▶39

街
か
ど

リ
ポ
ー
ト

8 ▶9

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

10▶11

タ
ウ
ン

ト
ピ
ッ
ク
ス

12 ▶21

特
集

2 ▶7


